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1．はじめに

　平成18年，高校生ものづくりコンテスト（溶
接作業部門）を岡山県下の工業系高校生を対象
にして始めた。旋盤作業部門，自動車整備部門
に加えて，溶接作業部門を新たに取り入れた経
緯や概要と現在の実施状況を教育実践として取
りまとめた。

2．経　過

　岡山県高等学校工業教育協会では，昭和38
年から機械系部会の中に溶接教育研究会を組織
し，指導内容の検討，指導方法の研究，溶接技
術研修会の実施，学習書の作成，周年記念誌の
刊行などの活動を行ってきた。溶接は大多数の
学校で指導しているため，この研究会において
溶接作業部門実施の必要性を検討し，実施課
題，実施方法，実施時期等について決定した。

3．概　要

⑴　製作課題
　製作物は，次図に示す薄板圧力容器である。
容器のサイズは1辺が約100mmの立方体で，圧
力試験をするため，天板には内側にねじが切ら
れたソケットを溶接する。
⑵　材料
　材料は，実習で使用する最も一般的な板厚
3.2mmの軟鋼板（SS400）とし，切断にはシヤ

ーを使う。
⑶　評価
　評価は，完成度，技術度，作業態度について
評価基準を設け，溶接協会役員（評価委員長）
と評価委員（教員）が行う。
⑷　圧力試験
　外観等の主観に左右されない基準として，水
漏れ検査と耐圧試験を実施する。水圧に耐えた
場合は胴体が膨らむところまで変形する。この
方法はX線検査などを実施しないため，その場
で直ちに結果が出るというメリットがある。以
下に高校生ものづくりコンテスト（溶接作業部
門）の要項から抜粋した競技規定，製作手順及
び採点用紙を示す。
【競技規定】
　使用材料，競技時間，持参工具をはじめ，作
業条件や注意事項などを競技規定としている。
以下はその内容である。
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【製作手順】
　製作手順については特に定めていないが，溶
接教育研究会が発行している溶接実習学習書に
基本的な手順を示している。競技会は，平素実
習で取り組んでいる内容と同じ課題で開催して
いる。以下の手順は仮付け，本溶接について施

工例を示したものである。

【採点用紙】
　審査の観点ごとに，配点を決めている。完成
品に対する評価だけでなく，安全作業など作業
中の態度も評価している。
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4．ものづくりコンテスト県大会への取組

⑴　事前の教員研修について
　溶接教育研究会の活動実績があったとはいえ，
指導者の世代交代や教育課程の変更に伴う実習
時間の減少などがあり，一気に県大会開催にこ
ぎつけたわけではない。最初に取り組んだの
は，指導者の養成と指導方法について研究する
ことであった。ベテラン教師を指導者として，
県内研修会を2年連続で開催するとともに，そ
れを動画に録画したDVDを各校に配布した。ま
た，電流値や溶接姿勢など，圧力容器製作にあ
たって必要な情報も随時各校に提供している。
⑵　各校の取組
　溶接実習においては，これまでも安全指導，
機器の基本的な操作方法の指導，基本的な突合
せ溶接や，角継ぎ手，すみ肉溶接などの指導を

行っていたため，圧力容器の製作は全ての学校
で比較的容易に取り組むことができた。
⑶　県大会について
　第1回県大会には，県下11校から，先行して
いた他部門よりも多数の20名の生徒が参加し
た。地元の企業や報道関係者からも毎年多大な
支援を頂くことができ，主催する工業教育協会
としては大変感謝している。また，大会の運営
や役員は工業系高校の機械系部会の教員が当た
り，審査委員長は岡山県溶接協会にお願いした。
　参加生徒数は各校の当該学科で最大2名とし
ている。参加者は年々増加し，平成23年度は
37名のエントリーがあった。競技会場の溶接
機の台数が限られているため，急遽3班編成に
して競技を実施した。一組の競技時間は50分
程度なので，待ち時間も比較的少ない状態で実
施できた。

写真1　試験材料

写真2　競技風景
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5．溶接作業部門の特徴
⑴　取組が容易
　実習の課題としてそのまま導入することがで
きる。基礎的な練習は必要であるが，溶接機と
材料を切断するシヤーがあればよい。材料取り
は切断作業のほか，天板の穴あけだけで，他の
競技に比較すると競技時間も短時間で終了する。
⑵　経費が安価
　主な消耗品は溶接棒と板厚が3.2mmの軟鋼板
である。競技会では規格品のソケットを購入し
ているが，練習では同寸法のパイプを使用する
と経費を削減できる。
⑶　高い外部評価
　水圧をかけることにより胴体が膨らむような
圧力容器を製作するには相当練習する必要があ
るが，生徒の技術は短時間に驚くほど上達する。
できあがった圧力容器を見た企業関係者からは，
「これを高校生が作ったのか」などと高い評価

を得ている。
6．中国地方大会について
　平成18年度の中国地区代表校長会において，
高校生ものづくりコンテストにおける溶接作業
部門実施の必要性が共通認識され，中国地区大
会の開催について協議された。その後関係者の
話し合いと諸準備が進められ，平成21年度か
ら中国地区大会が行われるようになった。今の
ところ全国大会につながっていないが，各県で
は指導方法等について熱心な研究が行われてお
り，レベルの高い競技会に発展している。
7．外部との連携
　この競技を通して，企業や溶接協会との連携
も深まっている。平成19年に大阪で開催され
た国際ウェルディングショーや，平成23年度
に岡山県で開催された，都道府県代表選手が参
加する第57回全国溶接技術競技会において生
徒の製作した圧力容器を展示することができ，
高い評価を得た。
　生徒は，競技会や溶接実習を体験することに
よって溶接に対する自信を得るだけでなく，勤
労観や職業観を高めるとともに，学習にも一層
熱心に取り組み，積極的に進路選択をする態度
を見せるようになった。その結果，溶接作業を
伴う造船関係や自動車関係の製造業に積極的に
就職するようになっている。
8．終わりに
　平成22年度は，九州地区をはじめ，全国6地
区で工業系高校生が参加する溶接技術競技会が
開催されるなど，他部門のコンテストよりも広
がりを見せている。ただし，コンテストの課題
は中板，突合せ溶接（A‐2F，N‐2F）が主体
である。
　今後，実習の指導内容に直結し，経費も安価
で，関係者からの評価も高い，本報告で紹介し
たような工業系高校発の競技会が全国に広がれ
ば，工業系高校に対する認識が更に深まり，存
在感も高まるのではないかと期待している。

写真4　圧力試験後の圧力容器

写真3　圧力試験
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